
 

 

 
 

地域 × 現代アートを語り合うトークイベント 
 「風景泥棒はどこへ？」の開催について 

２０１８年から２０２１年にかけ、京丹後市内で実施したアーティスト・イン・レジ
デンス（AIR)事業(※)に参加したアーティストたちが、住民の皆さんとともに、これ
までの取組を振り返りながら、これからのアートと地域について語り合うトークイ
ベントを開催します。事前の周知と当日の取材についてよろしくお願いします。 

  

(※) アーティスト・イン・レジデンス（AIR)事業 

     府と市町村が「京都:Re-Search実行委員会」を設置して、芸術を活かした交流人口の 

拡大や地域活性化を目的に、２０１６年からアーティストを地域に招聘し、その土地に 

滞在しながら作品制作を実施。京丹後市では２０１９年から２０２１年にかけ、「風景 

泥棒」をテーマに作品展覧会を開催。 

 

１ 日  時 

  令和４年９月２５日（日）１５：３０～１７：００（受付開始１５：００） 
 
２ 場  所 

三津漁港特設ステージ （京都府京丹後市網野町三津４） 
 
３ 内  容 

AIR 事業で作品制作に関わったアーティストや地域住民が、現代アートが地域に
もたらした変化やアートと地域の関係性の“これまで”と“これから”についてデ
ィスカッションします。 

 
４ 出 演 者  

SIDE CORE（アートコレクティブ） 

前谷 開（アーティスト）      

高橋 臨太郎（アーティスト） 

澤 佳奈枝（翔笑璃
とびわたり

/三津の灯台珈琲） 

小東 直幸（一般社団法人京丹後青年会議所 直前理事長） 

川渕 一清（まちの人事企画室代表） 
 
５ 参加方法 

当日受付（参加費無料） 
 
６ 主  催 

  京都:Re-Search実行委員会（京都府ほか） 
 
＜備考＞ 

同日同会場にて、三津の灯台アートプロジェクト実行委員会主催「三津のちいさな

芸術祭 織り返す波の音」も開催されます。 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 地域連携振興部企画・連携推進課 課長 古田 電話:0772-62-4300  

 
  

丹後広域振興局記者発表資料 令和４年９月８日  

 

 イベント等のお知らせ 






